






季刊『全老連』

4

2026. 4

多様な取り組みで新たに51名の会員増

　みずき会は、令和6年度、51名の加入となり

ました。取り組みにおける内訳は次のとおりです。

•役員・元役員による積極的な声かけ 42人

• 「ミニふれ」への非会員の参加  29人

•  QRコード付きクラブ紹介チラシの全戸配布

（2,000戸／年2回） 28人

•サークルへの入会 24人

　　※一部重複

❶ 小地域で開催する「ミニふれ」

「ミニふれ」とは、1丁目～8丁目 （丁目） ごと

に開催するふれあいの場です。それぞれに運営者

を決め、年４回程度開催しています。会から参加

者一人あたり500円の運営費を出し、年1回運

営者会議を開催しています。

❷ 18のサークル活動

　参加が最も多いデジタル・シニア・クラブは所

属会員が113名です。パソコンやスマートフォ

ンにトラブルが

生じた時の保険

として入会して

いる人も少なく

ありません。中

には、小学校の

体育館を借り

て、平日の夜7

時～9時に活動しているサークル （バウンドテニ

ス）もあります。8割以上が毎週活動しています。

この2年間で新しいサークルが五つ発足し会員の

ニーズの変化にも対応しています。会からは5名

以上の会員を基準に、基本金5,000円と所属する

会員数×300円を補助しており、 さらに年1回、 

北から南から

代表者会議を開催しています。

❸ 女性の加入促進に向けた体験会

　女性に人気のある押し花やお香、女性限定初心

者麻雀などの体験会を開催し、女性会員加入に寄

与しました。

地域を支える買い物サポートに参加協力

　みずき会のメンバーは、まちづくり協議会が主

催する買い物をサポートする取り組みに参加し、

運転手、助手のボランティアをはじめ、地域（丁

目）ごとに募集

を呼びかけるボ

ランティアメン

バーになってい

ます。

　クラブのある

みずき野は、高

齢化が進行し、人口減少がおこっています。地域

コミュニティの機能を維持するためにも、私たち

老人クラブが問題意識を持って活動に取り組むこ

とが大切だと考えています。

■私のわくわく元気！
　私が一番の「わくわく元気」を実感するのは、

みずき会の多彩な活動を通じて、皆さんの弾んだ

笑い声に触れる瞬間です。「ここに参加して本当

によかった」という言葉をいただくたびに、次な

る楽しい企画への意欲に繋がります。少子高齢化

という時代の波を、私たちは「支え合い」と「心

躍る体験」に変えていき、皆さんと一緒にみずき

会の未来を形づくり、地域のつながりを肌で実感

できること――これこそが、私の元気の源であり、

最高の「わくわく元気」です。

（会長　澤田 康志）

みずき会の認知度をあげて
会員増！

茨城県守谷市  みずき会 ●会員数 458人

年忘れ親睦会「木へんの漢字をたくさん
書こうゲーム」（みずき野集会所）

グラウンドゴルフ体験会（みずき野野球場）
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フォトコンテストとスマホ教室

大庭地区寿会連合会は、三つのクラブから選出

された26名の評議員が、七つの部会（総務、会計、

研修奉仕、福利厚生、女性、体育、若手）に分か

れて運営しています。

コロナ禍には、熱中症予防の声かけと安否確認

を兼ねた会員宅へ水の配布と一人でも家でもでき

る活動としてフォトコンテストを開始しました。

フォトコンテストは、昨年からQRコード（募

集用紙に記載）またはメールからの応募に限定し

たところ、「使い方がわからない」との意見が多

数寄せられました。そこで、地域内のNTTドコ

モの職員に講師を依頼してスマートフォン相談会

を開催し、会員19名（講師4名）が参加となり

ました。防犯対策もいっしょに教えてもらい、参

加者に好評でした。この他にも私たちのクラブに

は、たくさんの活動があり、会員はそれぞれ好き

な活動に参加することができます。

役員の負担軽減から考えた
地域連携スタンプラリー

この春、これまで尽力されていた会長から新た

にクラブ運営を引き継ぎました。モットーは「頑

北から南から

張りすぎない、でもあたたかい組織づくり」です。

会員が高齢化するなか、役員の負担も大きくなっ

ています。そこで無理をして組織が倒れてしまわ

ないように、地域の力も借りて活動する方法を考

えました。

その一つが、スタンプラリーです。社会福祉協

議会や公民館などの活動や行事に参加することも

寿会の活動としてとらえ、行事に参加してスタン

プを集め、その数に応じて景品を渡す企画です。

役員の役割は「一緒に行きましょうよ」と仲間に

声をかけることです。役員の負担軽減と会員の社

会参加（健康づくり）も両立できます。この夏か

ら実験的にやってみようと考えています。

寿会連合会は来年（令和9年）70周年を迎え

ます。これからのクラブづくりをみんなで考える

一年にしたいと考えています。

■私のわくわく元気！
　クラブ運営を新会長に任せて、楽しみにしてい

る活動は作物を育てることです。組織も畑も芽が

出ることが楽しみです。

（前会長　荒木 邦典　　会長　井上 啓史）

「一緒に行きましょう」
一声運動を始めよう

島根県松江市  大
おお

庭
ば

地区寿会連合会 ●3クラブ　●会員数 192人

松江市健康フェスティバルで写真展示

寿会健康づくりスポーツ大会
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　去る3月 16日、石川県老連は、高齢者の交通事故を減らすために、

事故防止の研究や呼びかけを強化するために、石川県警本部・北陸大学

と全国初となる「高齢者事故防止に関する覚書」を交わしました。内容は、

警察が事故防止のための研究に取り組んでいる北陸大学に事故の統計デ

ータなどを提供すること、高齢者の事故の傾向と対策などを会員全員に

周知し、事故防止の注意を徹底することです。

　石川県内では、去年1年間に32人が交通事故で亡くなりました。そ

の内65歳以上の高齢者は3人に 2人の割合にあたる21人でした。原

因として目立っていたのは、道路横断中に車にはねられる事故でした。

●高齢ドライバーの事故原因を研究
　一方、県内には高齢ドライバーも多いことから、北陸大学（坂口雄介先生）では、警察からの情

報と合わせて、高齢者がなぜ踏み間違いするのか、逆走するのか、わき見運転をするのかなどにつ

いて研究するとともに、今後は改善につながる体操なども開発する予定です。調印式を終えて、石

川県老連須野原雄会長は、「交通事故のことをよく知り、被害者にならない、加害者にならない！

こんな取り組みを始めている、これからは、坂口先生の知見やデータに基づいて、協力しながら自

分たちも実践していきたい」と話していました。

　富山県老連は昨年末、女性委員会創立30周年記念事業とし

て「おばあちゃんからの贈り物2」を作成しました。本書は女

性委員会設立20周年に作った郷土料理のレシピ集に続いて、

今回は、富山の四季折々の魚や野菜など旬の素材を生かした、

受け継いでほしい家庭料理を、会員から60品以上集めてあり

ます。季節ごとの料理の紹介と合わせて、コラムや女性委員会

の取り組みなども紹介されています。料理を通じて、他県市老連との交流にも

つなげていきたいとのことです。

【一例】　春） ホタルイカの酢みそあえ、 イワシの酢入り　夏） サザエの炊き込みご飯、 つる豆の胡麻

和え　秋） 芋じのよごし、 鮭団子の照り焼き　冬） 里芋鍋、 タラの酒粕汁

お申込み・お問い合わせは、富山県老人クラブ連合会  迄
　富山県富山市安住町5番 21号富山県総合福祉センター （〒 930‒0094） TEL：076-441-7441

全国初 !  高齢者の事故防止に向けた覚書を締結
―石川県警察本部、北陸大学、老人クラブ

女性委員会創立30周年記念事業
「おばあちゃんからの贈り物２」

―富山のおうちごはん―

石川県老連

富山県老連

1冊　1,500 円（税込み）

調印式で記者発表
（左が須野原県老連会長）
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5月は孤独・孤立対策強化月間

活動を通じて、高齢者の孤独・
孤立防止に取り組みましょう
● 「孤独・孤立」 は、社会の問題
　孤独・孤立の問題は、近年、社会・経済の変化により、家族や地域

における人間関係の希薄化が指摘され、深刻な社会問題となっていま

す。さらに、多発する災害時においても重要性を増しています。

　令和6年には、誰ひとり取り残さない社会づくり、相互に支え合い

人と人との「つながり」が生まれる社会づくりを目指して、「孤独・

孤立対策推進法」が施行されました。

　これを契機とし、孤独・孤立対策官民連携プラットフォームを中

心に、孤独・孤立についての理解や意識を社会全体で高め、対策を

進める気運を社会全体でつくっていくために、毎年５月を強化月間

として、集中的な取り組みを呼びかけています。また、地域の高齢

者等をゆるやかに見守り、必要に応じて地域包括支援センターに

連絡する「つながりサポーター」（ボランティア）の取り組みも推

進しています。

● 地域団体で活動推進キャンペーンを実施
　老人クラブをはじめ民生委員・児童委員や社会福祉協議会、社会福祉法人は、日頃から地域における見

守りや助け合い活動を行っています。そこで、この期間にそれぞれの活動を通じて、孤独・孤立防止に向

けた広報・啓発活動や支援活動を呼びかけるキャンペーンを展開します。

● 声かけは、孤立を防ぐ第一歩
　老人クラブが仲間づくりで行う高齢者への声かけや活動を通じた交流は、地域とのつながりをつくるき

っかけや、孤独の解消のきっかけにもなります。孤独・孤立防止に対するみんなの関心を高め、クラブ活

動の推進に取り組みましょう。

◆例えばこんな活動
●声かけ、見守り訪問活動　　●いきいき・ふれあいサロン等

●ニュースポーツの交流会　　●地域と合同での防災活動

●神奈川県老連では、友愛活動の研修会で「つながりサポーター」についての学習を行っています。

　孤独・孤立の問題は、近年、社会・経済の変化により、家族や地域

における人間関係の希薄化が指摘され、深刻な社会問題となっていま

キャンペーンチラシ
＊ 全老連ホームページ「お知らせ一覧」
に掲載。

活動の周知に活用く
ださい。
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